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ほけんだより 

 

乳歯が虫歯になると歯並びや顎の発達にも影響が出

てくる場合があります。虫歯は大人の配慮や正しい習

慣で予防できるものです。乳幼児期は保護者のサポー

トが重要です。 

 

 

６月４日は虫歯予防デー 

 

2023 年６月 看護師 

 

★虫歯予防 

よく噛むと、唾液がたくさんでてきます。唾液は虫歯や歯周病の原

因となる細菌が歯についてしまうのを防ぎます。 

★肥満の予防 

よく噛んで食べると、お腹いっぱいと感じるのが早くなるので食べ

過ぎを防ぎます。 

★体の免疫力を高める 

噛むことによって脳の中の神経細胞が活発になり、病気などの外敵

から身を守る「免疫」のちからが高くなります。 

★学習能力が上がる 

噛むことによって脳の中の血行が良くなって脳細胞の働きが活発

になり、学習能力が上がると言われています 

★消化・吸収が良くなる 

食べ物をこまかく噛み砕くことによって、胃や腸での消化・吸収が

されやすくなります。 

★顔の筋肉のバランスがよくなる 

噛むことによって顔全体の筋肉が鍛えられます。 

★あごの発達を助ける 

よく噛むことで、あごの骨や筋肉がしっかり成長します。あごがき

ちんと成長しないと、歯が生える場所ができないため、歯並びが悪

くなる大きな原因にもなります。 

噛むことの大切さ 
～よく噛んで食べましょう～ 

この時期，食中毒が心配されます。毎日使っている水筒やマ

グにもカビが見られることがあります。(赤や黒の点々など) 

パッキンやストローなども分解して、柔らかいスポンジと

食器用洗剤で綺麗に洗いましょう。クレンザーやたわしな

どで洗うと傷が付き、そこに雑菌が繁盛しやすく 

なるので気をつけましょう。そしてしっかりと 

乾燥させることが大切です。週に 1 回程度は 

酸素系の漂白剤などを使って除菌しましょう。 

食中毒に気をつけて！ 


